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＜事業概要＞
事業者：大洋電機株式会社、船舶用・陸上用 発電機、電動機、配電盤、制御盤等の製造・販売メーカー
■発電サイトを新設し設置する。発電電力は系統連系をした上で事業所内で使用。同時に廃熱温水を回転機システム工場
システム工場で全量利用する。
■高効率CGSと既設ディーゼルエンジン発電機（185kW×8台）との総合的な省エネルギー運用を図る。
■効果：省エネルギー量 42kL/年 、 省エネルギー率 23.5％

ディマンドリスポンスの必要性①工場における電気と温水の面的利用事業

事業体制・事業スキーム

住 所 群馬事業所
制御機器工場：伊勢崎市八斗島町726
回転機システム工場：伊勢崎市八斗島町330-5

スケジュール 平成28年3月 補助事業完了予定

総事業費 １７５，４３５，８５０円

既設ディーゼル発電機（185kW×8台）



＜事業のポイント①＞
■屋外に発電サイトを新設し、発電電力は系統連系をした上で事業所内の各工場（回転機システム工場3棟＋制御機器工場2
棟）と事務所で使用し、同時に廃熱温水を回転機システム工場 システム工場で利用する。
■当事業所には系統連系をしているディーゼルエンジン発電機（185kW×8台）が稼働中であり、これらの運用も含めた総合的な
省エネルギー化を図る。（高効率CGSとディーゼル発電機との制御方法については＜事業のポイント②＞を参照）

事業のポイント 導入効果

■廃熱温水は全量利用しますので、高効率な省エネルギ
率を達成しています。

工場における電気と温水の面的利用事業

省エネルギー量 42kL/年

省エネルギー率 23.5％



＜事業のポイント②＞
■夜間/早朝は、CGS定格に対して部分負荷となり発電機利用効率が大幅に低下するため、ディーゼルエンジン発電機を運転さ
せる。
■CGSは定格出力で運転可能であり且つ廃熱をフルに使用できる昼間の時間帯のみ優先運転することにし、負荷量を監視しつ
つスケジュールタイマー及び外気温も取り込んだ最適制御を行う。

事業のポイント

工場における電気と温水の面的利用事業


